
                                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮮やかな色の
洋服をまとい、
カウンター席か
ら振り向く女性
の視線が印象的
なこの作品は、
銀座コロンバン
の店内を描いた
ものです。当時、
銀座松坂屋広報
部に勤めていた
宮永は「銀座で
仕事をし、一日
の大半を銀座で
過ごしている。
銀座は俺が描
く。」と銀座をテ
ーマにした作品
を多く作成しま

した。レストラン内部の描写、配色や構図など、当
時の美術思潮であるヨーロッパのモダニズム志向
を取り入れた作品で、最先端を行くハイセンスな銀
座の雰囲気が伝わってきます。 
本展示では、銀座を始めとした東京や日本各地の

風景を旅行気分でお楽しみいただけます。 
 
 

ハシグチアレンジメンツ 

植物造形作品展 

1 月 22 日（金）～1 月 24日（日） 
10:00～16:00  （初日 13：00 から 最終日 15:00 まで） 

植物の美しさを伝える作品展です。日頃から見ている植

物の生長の「動き」に注目した表現をお楽しみ下さい。 

 
 2021.2 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

大根・鶴巻地区特別支援学級 

2 月 3 日(水)～2 月 17 日(水) 

11 月 12 日(火)～11 月 17 日(日) 

常設展示室  市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

※ 1月 3日(日)から 7月分までの予約を受け付けています。 

2021    月 1 

《 レ ス ト ラ ン 》 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅から 
徒歩 2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間 150円、以降 30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

観覧料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

油彩画 1951年（昭和 26年）60P 

12月 19日(土)14:00～15:30、アン

ティーク・オルゴールの実演が行わ

れ、貴重なオルゴールを身近で見て、

解説を聞くことができました。 

フランス国歌やクリスマスソング

などオルゴールの優しい音色に包ま

れて、とても素敵な時間を過ごしま

した。 

 

  

宮永岳彦記念美術館ギャラリーコンサート 

 

展示作品より今月の一点 
 

1 日(金) 2 日(土) 4 日(月) 12 日(火) 18 日（月） 25 日（月） 

1 月の休館日 ： 

 
※ 3日(日)は 17:00に閉館します（入館は 16:30まで）。 

昔、北海道へ初めていったのが冬で、そのためか、

私は夏の北海道もさることながら、冬の景色の中にこ

そ本当の北海道の味を感じる。近年は千歳から札幌間

にサイロの姿が見えなくなってしまったが、昔は雪の

中のサイロと、行きかう馬ソリに心をはずませたもの

だ。今回は、今も昔の姿そのままを残している道庁を

描いてみた。 

宮永岳彦は数年に渡り、全日空の機内誌の『翼の王

国』に挿絵と文章を寄せました。今月から一枚ずつご紹

介します。   

  

この絵を描いていたら、小

学校 6 年の子が“北海道の景

色だ”と大声を出した。雪、レ

ンガづくりの建物、ポプラか

ら、何となく北海道らしい何

かを感じたのであろう。 

 

 フライトギャラリー 

札幌・旧道庁 
（翼の王国 54 号 昭和 48 年 12 月より） 

 

中止 


